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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第88期
第３四半期
連結累計期間

第89期
第３四半期
連結累計期間

第88期

会計期間
自  平成23年１月１日
至  平成23年９月30日

自  平成24年１月１日
至  平成24年９月30日

自  平成23年１月１日
至  平成23年12月31日

売上高 (百万円) 97,150 105,012 110,974

経常利益 (百万円) 12,993 11,529 6,642

四半期(当期)純利益 (百万円) 7,321 6,056 3,325

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 7,504 6,358 3,506

純資産額 (百万円) 49,754 50,032 45,757

総資産額 (百万円) 88,559 98,812 72,290

１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 362.53 299.89 164.67

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 51.0 45.9 57.0

　

回次
第88期
第３四半期
連結会計期間

第89期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

自  平成24年７月１日
至  平成24年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 39.11 18.28

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３  潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４  第88期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社における異動については、第１四半期連結会計期間において、㈱バスクリンの株式

等をすべて取得し、同社を当社の完全子会社としたことで、当社グループは当社及び子会社８社(うち連結

子会社７社)により構成されることとなりました。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、欧州債務危機に端を発した世界景気の減速や、中国

等の対外経済環境の不確実性及び、個人消費の停滞やデフレの影響などにより、依然として景気の先行きに

不透明感の残る状況であります。

このような状況のなか、当社グループは“お客様の満足感・信頼感”の向上を目指し、引き続き「安全、

安心、快適な生活空間の創造に貢献」をテーマに、創造的・革新的な製品開発及び独創的な衛生管理サービ

スの提供を行ってまいりました。また、積極的な営業展開を推進するとともに、経営資源の有効活用やコス

トの低減に取り組み、売上及び利益の拡大に努めました。なお、第２四半期連結会計期間より、完全子会社化

した㈱バスクリンの業績を連結に組み込みました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は1,050億12百万円(前年同期比8.1％増)となり

ましたが、主力の殺虫剤部門が前年を若干下回ったことや、㈱バスクリンの買収により発生したのれんの償

却費(８億46百万円)の計上などにより、営業利益は111億11百万円(前年同期比12.2％減)、経常利益は115億

29百万円(前年同期比11.3％減)、四半期純利益は60億56百万円(前年同期比17.3％減)となりました。

なお、当社グループは殺虫剤の売上構成比が高く、売上高が３月～８月に偏るという季節性がある一方、

人件費等の固定費は年間を通じてほぼ均等に発生するため、四半期毎の売上高や利益には相応の影響があ

ります。

  

セグメントの業績の概要は次のとおりであります。

  

［家庭用品事業］

家庭用品事業におきましては、個人消費の低迷や緩やかなデフレの影響を受け、依然として厳しい経営環

境が続いております。

このような状況のなか、成長が期待できるカテゴリーへの新製品投入や、製品価値を高めるリニューアル

の実施、売場展開の強化などにより市場の活性化を図り、売上の拡大に努めました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における当事業の売上高は944億47百万円(前年同期比7.7％増)、

セグメント利益(営業利益)は96億76百万円(前年同期比16.1％減)となりました。
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（家庭用品事業の業績） 　 　 (単位：百万円)

　
前第３四半期
連結累計期間

当第３四半期
連結累計期間

増減額 増減率

殺虫剤部門 50,125 49,394 △730 △1.5％

日用品部門 32,839 40,033 7,194 21.9％

口腔衛生用品 19,951 20,750 799 4.0％

入浴剤 3,573 8,026 4,453124.6％

その他日用品 9,314 11,255 1,941 20.8％

ペット用品・その他部門 4,770 5,019 248 5.2％

売 上 高 合 計 87,735 94,447 6,712 7.7％

セグメント利益(営業利益) 11,538 9,676△1,861△16.1％

(注) １  売上高にはセグメント間の内部売上高又は振替高が含まれております。その金額は、前第３四半期連結累計期

間では3,555百万円、当第３四半期連結累計期間では2,808百万円です。

２  第１四半期連結会計期間より販売区分の表示方法について、これまで「殺虫剤部門」の内訳として表記して

いた「家庭用医薬品殺虫剤」と「家庭用一般殺虫剤」を廃止して一本化するとともに、「日用品部門」の

「入浴剤その他」を「入浴剤」と「その他日用品」に分けて表記することに変更いたしました。また、従来の

「ペット用品部門」と「その他製商品部門」を「ペット用品・その他部門」に統合いたしました。

  

部門別の主な状況は次のとおりであります。

  

殺虫剤部門

殺虫剤部門においては、市場は６月までの天候不順等の影響を受け低迷し、７月中旬以降の猛暑や長期間

の残暑が続いたことに伴い回復したものの、通期ではわずかに前年を下回る結果となりました。一方、当社

の市場シェア(自社推計)は52.0％と前年同期比1.4ポイントの拡大を図ることができました。

このような状況のなか、新たな使用シーンを提案する「バポナ 玄関用 虫よけネットＷ」やこれまでに

ない長期間使用が可能な「バポナ虫よけネットＷ 210日用」・「あみ戸に虫こない あみ戸に貼るだけ

210日用」など、設置型虫よけのラインナップを拡充したことに加え、蚊とり線香の新製品「アース渦巻香 

バラの香り」が売上に寄与しましたが、当部門全体での売上高は493億94百万円(前年同期比1.5％減)とな

りました。

  

日用品部門

口腔衛生用品分野においては、洗口液「モンダミン」や入れ歯安定剤「ポリグリップ」、知覚過敏予防ハ

ミガキ「シュミテクト」の堅調な推移により、売上高は207億50百万円(前年同期比4.0％増)と増加しまし

た。

入浴剤分野においては、「バスロマン」、「保湿入浴液ウルモア」が順調に売上を伸ばしたことに加え、

子会社化した㈱バスクリンの入浴剤「バスクリン」や「きき湯」が売上に寄与したことで、売上高は80億

26百万円(前年同期比124.6％増)と増加しました。

その他日用品分野においては、消臭芳香剤「消臭アロマパレット」やトイレ用芳香洗浄剤「濃縮セボン

neo」が順調に売上を伸ばしたほか、衣類用防虫剤の新製品「ピレパラアース 柔軟剤の香り アロマソー

プ」や㈱バスクリンの薬用育毛剤「髪姫」などが売上に寄与したことにより、売上高は112億55百万円(前

年同期比20.8％増)と増加しました。

以上の結果、当部門全体での売上高は400億33百万円(前年同期比21.9％増)となりました。
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ペット用品・その他部門

ペット用品・その他部門については、ペット用殺虫剤は前年を下回り、ペット用アクセサリー用品は前年

並みとなりましたが、「プラセンタＣ」シリーズをはじめとする美容食品の製品ラインナップを拡充した

ことで、当部門全体での売上高は50億19百万円(前年同期比5.2％増)となりました。

  

［総合環境衛生事業］

総合環境衛生事業におきましては、主要顧客層である食品業界や医薬品業界において、安全性確保に向け

た動きもあり、高品質な衛生管理サービスに対するニーズが高まっております。

このような状況のなか、当事業では、各企業の業種業態に応じた品質保証の仕組みを確立し、現場への定

着と継続を図るサービスを拡販してまいりました。また、既存の得意先に対しては、より現場に密着した

サービスの提供や、各企業の状況を考慮したサービス内容の提案を綿密に行うことで、契約の維持・継続に

努めました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における当事業の売上高は134億78百万円(前年同期比3.2％増)、

セグメント利益(営業利益)は12億47百万円(前年同期比5.3％増)となりました。

　
（総合環境衛生事業の業績） 　 　 (単位：百万円)

　
前第３四半期

連結累計期間

当第３四半期

連結累計期間
増減額 増減率

売 上 高 13,062 13,478 415 3.2％

セグメント利益(営業利益) 1,184 1,247 62 5.3％

(注)  売上高にはセグメント間の内部売上高又は振替高が含まれております。その金額は、前第３四半期連結累計期間

では93百万円、当第３四半期連結累計期間では104百万円です。

  

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間における総資産は、前連結会計年度末に比べて265億22百万円増加し988億12

百万円となりました。これは、有価証券が減少したものの、現金及び預金、売上債権が増加したことに加え、

㈱バスクリンの買収に伴い「のれん」を計上したことなどによるものです。

当第３四半期連結会計期間における負債は、前連結会計年度末に比べて222億46百万円増加し487億80百

万円となりました。これは、仕入債務が増加したことや、㈱バスクリンの株式等を取得するための資金調達

に伴う借入金の増加などによるものです。

当第３四半期連結会計期間における純資産は、前連結会計年度末に比べて42億75百万円増加し500億32百

万円となりました。これは、主に利益剰余金の増加によります。

以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べて11.1ポイント低下し、45.9％となりました。

  

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの対処すべき課題に重要な変更はありません。

  

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費は13億49百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(5) 従業員数

連結会社の状況

当第３四半期連結累計期間において、㈱バスクリンの完全子会社化等により、家庭用品事業の従業員数

は327名増加し、総合環境衛生事業は30名増加しております。

  なお、従業員数は就業人員であります。  
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(6) 主要な設備

当第３四半期連結累計期間において、㈱バスクリンの完全子会社化に伴い、同社の工場等が当社グループ

の新たな主要な設備となりました。

（平成24年９月30日現在）

会社名
事業所名
(所在地)

セグメン
トの名称

設備の内容

帳簿価額(百万円)

建物及び
構築物

機械装置
及び運搬具

土地
(面積㎡)

リース
資産

その他 合計

㈱バスクリン
本社及び
静岡工場
他

家庭用品
事業

生産設備
他

1,209 692
568

(19,175)
6 1142,591

(注) １  帳簿価額の内「その他」は、工具器具及び備品、及び建設仮勘定の合計であります。

２  金額には消費税等を含んでおりません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 64,000,000

計 64,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成24年11月12日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 20,200,000 20,200,000
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は
100株であります。

計 20,200,000 20,200,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成24年7月1日～
平成24年9月30日

― 20,200,000 ― 3,377 ― 3,168

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成24年６月30日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

― ―
普通株式    3,500

完全議決権株式(その他)
 普通株式

201,876 ―
20,187,600

単元未満株式
 普通株式

― １単元（100株）未満の株式
8,900

発行済株式総数 20,200,000― ―

総株主の議決権 ― 201,876 ―

(注) １ 「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が400株、議決権４個が含まれ

ております。

２ 「単元未満株式」欄の普通株式には、自己株式が48株含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
アース製薬株式会社

東京都千代田区神田司町
二丁目12番地１

3,500 ― 3,500 0.0

計 ― 3,500 ― 3,500 0.0

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成24年７月１日

から平成24年９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年１月１日から平成24年９月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位:百万円)

前連結会計年度
(平成23年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,400 13,641

受取手形及び売掛金 ※
 11,313

※
 23,171

有価証券 14,371 3,598

商品及び製品 11,080 12,191

仕掛品 670 807

原材料及び貯蔵品 3,897 4,353

繰延税金資産 1,193 2,519

その他 1,705 1,149

貸倒引当金 △32 △33

流動資産合計 52,600 61,398

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 16,960 18,385

減価償却累計額及び減損損失累計額 △9,316 △9,742

建物及び構築物（純額） 7,644 8,642

機械装置及び運搬具 6,442 8,823

減価償却累計額 △5,614 △7,155

機械装置及び運搬具（純額） 827 1,667

土地 5,088 5,627

リース資産 7 21

減価償却累計額 △3 △13

リース資産（純額） 3 8

建設仮勘定 240 181

その他 4,839 5,917

減価償却累計額 △4,300 △5,279

その他（純額） 539 637

有形固定資産合計 14,343 16,765

無形固定資産

のれん 55 16,116

リース資産 11 8

その他 406 487

無形固定資産合計 473 16,612

投資その他の資産

投資有価証券 3,300 2,581

繰延税金資産 848 697

その他 766 809

貸倒引当金 △42 △52

投資その他の資産合計 4,872 4,036

固定資産合計 19,689 37,414

資産合計 72,290 98,812
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(単位:百万円)

前連結会計年度
(平成23年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※
 15,039

※
 22,939

短期借入金 440 1,544

1年内返済予定の長期借入金 133 1,283

1年内償還予定の社債 40 －

未払法人税等 1,352 4,639

未払消費税等 89 668

未払金 4,164 5,167

賞与引当金 391 1,099

役員賞与引当金 23 18

返品調整引当金 278 2,455

その他 ※
 1,779

※
 1,746

流動負債合計 23,733 41,563

固定負債

長期借入金 130 4,156

繰延税金負債 － 11

退職給付引当金 1,641 1,876

役員退職慰労引当金 271 302

資産除去債務 162 199

その他 593 670

固定負債合計 2,799 7,216

負債合計 26,533 48,780

純資産の部

株主資本

資本金 3,377 3,377

資本剰余金 3,168 3,168

利益剰余金 34,922 39,060

自己株式 △9 △10

株主資本合計 41,458 45,596

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 188 212

為替換算調整勘定 △456 △436

その他の包括利益累計額合計 △268 △223

少数株主持分 4,566 4,659

純資産合計 45,757 50,032

負債純資産合計 72,290 98,812
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年９月30日)

売上高 ※
 97,150

※
 105,012

売上原価 57,704 63,494

売上総利益 39,445 41,518

販売費及び一般管理費

運送費及び保管費 2,349 2,799

広告宣伝費 6,437 6,535

販売促進費 2,830 3,565

貸倒引当金繰入額 11 11

給料及び手当 6,053 6,617

賞与引当金繰入額 685 784

役員賞与引当金繰入額 12 18

役員退職慰労引当金繰入額 27 30

旅費及び交通費 908 1,056

減価償却費 406 385

地代家賃 445 534

研究開発費 1,148 1,349

その他 5,464 6,717

販売費及び一般管理費合計 26,783 30,406

営業利益 12,661 11,111

営業外収益

受取利息 37 29

受取配当金 22 20

受取ロイヤリティー 19 65

受取手数料 34 136

受取家賃 112 96

その他 201 145

営業外収益合計 427 494

営業外費用

支払利息 7 54

投資事業組合運用損 8 1

為替差損 13 2

たな卸資産廃棄損 59 0

その他 7 16

営業外費用合計 95 76

経常利益 12,993 11,529
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(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年９月30日)

特別利益

固定資産売却益 0 4

投資有価証券売却益 412 239

関係会社株式売却益 0 －

受取保険金 － 140

特別利益合計 413 384

特別損失

固定資産売却損 0 3

固定資産除却損 18 42

減損損失 80 －

投資有価証券売却損 2 4

投資有価証券評価損 148 181

有価証券評価損 － 401

ゴルフ会員権評価損 － 0

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 106 －

特別損失合計 357 633

税金等調整前四半期純利益 13,048 11,280

法人税、住民税及び事業税 6,485 5,991

法人税等調整額 △1,144 △1,020

法人税等合計 5,341 4,971

少数株主損益調整前四半期純利益 7,707 6,309

少数株主利益 385 252

四半期純利益 7,321 6,056
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 7,707 6,309

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △95 28

為替換算調整勘定 △106 20

その他の包括利益合計 △202 49

四半期包括利益 7,504 6,358

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 7,129 6,101

少数株主に係る四半期包括利益 375 257
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【継続企業の前提に関する事項】

　該当事項はありません。

　
　
【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日  至  平成24年９月30日)

連結の範囲の重要な変更

第１四半期連結会計期間より、完全子会社とした㈱バスクリンを連結の範囲に含めております。

　

　

【会計方針の変更等】

  該当事項はありません。

  

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

  該当事項はありません。

　
　
【追加情報】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成24年１月１日  至  平成24年９月30日)

(会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用)

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号  平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日）を適用しております。

 
(重要なヘッジ会計の方法)

第１四半期連結会計期間より、長期借入金の一部について金利変動リスクを回避するため金利スワップ契約を締

結しております。ヘッジ会計の方法は次のとおりです。

重要なヘッジ会計の方法

(1) ヘッジ会計の方法

    特例処理の要件を満たす金利スワップ取引について、当該特例処理を採用しております。

(2) ヘッジ手段とヘッジ対象

    ヘッジ手段・・・金利スワップ

    ヘッジ対象・・・借入金利息

(3) ヘッジ方針

    提出会社及び国内連結子会社は、各々所定の社内承認手続きを行った上、借入金利息の金利変動リスクを回

    避する目的で金利スワップ取引を利用しております。

(4) ヘッジ有効性評価の方法

    金利スワップについては、特例処理によっているため、有効性の評価を省略しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しており

ます。なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期

間末日満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 

前連結会計年度
(平成23年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

受取手形 573百万円    891百万円

支払手形 115百万円 476百万円

流動負債の「その他」

(設備関係支払手形)
0百万円 31百万円

　

　
(四半期連結損益計算書関係)

※  売上高の季節的変動

　
前第３四半期連結累計期間（自  平成23年１月１日  至  平成23年９月30日）及び当第３四半期連

結累計期間（自  平成24年１月１日  至  平成24年９月30日）

当社グループは夏季に集中して需要が発生する殺虫剤の売上構成比が高いため、３月～８月に売上

が偏り、特に第２四半期連結会計期間の売上高は他の四半期連結会計期間の売上高と比べ著しく高く

なります。また、第４四半期連結会計期間の売上高は、商慣習に伴う秋口以降の返品により、他の四半期

連結会計期間の売上高と比べ著しく少なくなるという季節的変動があります。

　

　
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）

は、次のとおりであります。

　
 前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
  至 平成23年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
  至 平成24年９月30日)

減価償却費 1,133百万円 1,324百万円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自  平成23年１月１日  至  平成23年９月30日)

１ 配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年３月25日
定時株主総会

普通株式 1,817 90.00平成22年12月31日 平成23年３月28日 利益剰余金

　

２ 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３ 株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成24年１月１日  至  平成24年９月30日)

１ 配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年３月27日
定時株主総会

普通株式 1,918 95.00平成23年12月31日 平成24年３月28日 利益剰余金

　

２ 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３ 株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成23年１月１日  至  平成23年９月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２家庭用品事業

総合環境
衛生事業

計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 84,180 12,969 97,150 ― 97,150

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

3,555 93 3,648 △3,648 ―

計 87,735 13,062 100,798△3,648 97,150

セグメント利益 11,538 1,184 12,722 △60 12,661

(注) １  セグメント利益の調整額△60百万円は、セグメント間取引消去であります。

２  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

　
　

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成24年１月１日  至  平成24年９月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２家庭用品事業

総合環境
衛生事業

計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 91,638 13,373 105,012 ― 105,012

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

2,808 104 2,913 △2,913 ―

計 94,447 13,478 107,925△2,913 105,012

セグメント利益 9,676 1,247 10,923 188 11,111

(注) １  セグメント利益の調整額188百万円は、セグメント間取引消去であります。

２  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２ 報告セグメントごとの資産に関する情報

前連結会計年度の末日に比して、当第３四半期連結会計期間の報告セグメントごとの資産

の金額が著しく変動しております。その概要は、以下のとおりです。

第１四半期連結会計期間より、完全子会社とした㈱バスクリンを連結の範囲に含めたこと

に伴い、同社の資産を「家庭用品事業」セグメントに計上いたしました。

なお、前連結会計年度末に比べて増加した「家庭用品事業」セグメントの資産の金額は

28,049百万円であります。

　

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規程に基づき、注記を省略しております。

　

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(デリバティブ取引関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規程に基づき、注記を省略しております。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年１月１日
至  平成23年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日
至  平成24年９月30日)

    １株当たり四半期純利益金額 362円53銭 299円89銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益(百万円) 7,321 6,056

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 7,321 6,056

    普通株式の期中平均株式数(千株) 20,196 20,196

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 

平成24年11月９日

アース製薬株式会社

取締役会  御中

 

新日本有限責任監査法人

 

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    北    川    卓    哉    ㊞

 

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    森    田    高    弘    ㊞

 

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    原    山    精    一    ㊞

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアー
ス製薬株式会社の平成24年１月１日から平成24年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間
(平成24年７月１日から平成24年９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年１月１日から平成24
年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半
期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
 
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アース製薬株式会社及び連結子会社の平成24
年９月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示して
いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以  上
 

 

(注) １． 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

 報告書提出会社)が別途保管しております。

２． 四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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